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第３期 かさま・つながるプランの取組   笠間地区の目標 「顔のみえるまち」（平成 28 年 4 月 1 日～33 年 3 月 31 日) 

テーマ 課  題 将来像(目標) 取組内容 取組体制 
セーフコ 
ミュニテイ 

防
災
減
災
の
対
応 

①町内会自治会組織における防災・減災

対策の構築 

 

②要援護者避難システムの構築と訓練

の実施 

①町内会自治会で助け合いネットワークが出来て

いて、災害時でも日常も安心できる状態にある 

②町内会自治会独自で年２回防災・減災の訓練を

実施している 

①町内会自治会を中心に自分の身は自分で守

れるよう啓発する。近所で助けあえる、小

さな単位(班・組)でのネットワークづくり 

②いっとき避難場所を活用した訓練を行う 

③要援護者が安全に避難できるよう、介助法

等を理解する（認知症や障害の特性） 

防災分科会 ※ 災害安全 

 

高齢者安全 

交
流
の
場 

①気軽に多世代が参加できる近場の 

会場が少ない 

②サロン参加者の見守りやＳＯＳが 

キャッチできる工夫 

③新たな担い手の確保 

①全ての住民が身近な場所に気軽に参加できる 

交流場所があることを知っている 

②仲間の輪が拡がり、気軽に相談を受けたり、 

気に掛けたり、見守りが出来ている 

③まちの先生や担い手が加わり活動団体・個人 

同士の相互交流や連携が出来ている 

①さまざまな世代が気軽に参加しやすい 

会場・周知の工夫 

②生活情報（健康・行政・ケアプラザ・地域

の行事など）を取り入れた内容の工夫 

③まちの先生や新たな担い手を取り込む 

サロン分科会 ※ 高齢者安全 

 

スポーツ・ 

余暇安全 

 

防犯 

青
少
年
育
成 

①子どもと大人が顔見知りになる活動

の見直しや機会を増やすことが必要 

②子どもたちが自ら参加できる場 

(企画・運営)の工夫 

③子どもたちの居場所が少ない 

(預け先・送迎・障害のある子ども 

など) 

①近所付合いが深まり隣人同士(青少年・児童を 

含み)快い挨拶を交わし合える 

②子どもたちが自ら企画・運営・参加の行事 

(ディキャンプなど)の開催 

③高齢者(シニアクラブなど)と交流が出来る居場

所がある 

①挨拶が気軽に行える関係性の構築 

(登下校時の見守りと挨拶) 

②ディキャンプのなど子ども対象の事業の 

継続開催と拡充 

③中学生ボランティアの場の提供（子どもと 

大人の懇談会の開催） 

④子どもの居場所づくりと多世代交流事業の

検討 

青少年分科会 ※ こども安全 

 

交通安全 

 

スポーツ・ 

余暇安全 

 

日
頃
の
支
え
あ
い 

①日常生活のちょっとした困り事、認知

症などへの対応を求める声が多い 

 

②情報が行き届かないことによって、 

孤立化など生活に大きな影響が出て

いる 

①困ったときに地域の人が欲しい情報が得られ 

必要な場所に相談が出来ている 

②見守り(認知症・子どもなど)体制が出来ている 

③情報が行き届き、交流の場(サロン・子どもの居

場所・笠間地域ケアプラザ)が活用されている 

④転入者等へ必要な地域情報が伝えられている 

①ちょっとした困り事に対応できる仕組みづ

くり 

②見守り(認知症・子どもなど）のネットワー

クづくり 

③広報紙・回覧は手渡しで行い、日頃から声

を掛けあい必要な人(転入者・若者など)に 

地域情報を届ける 

支えあい分科会 ※ 高齢者安全 

 

児童虐待 

予防 

 

自殺予防 

 

※印の欄は、記載内容を作成中 
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